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1政 治 団 体 の 名 称

○
収 支 報 告 書

こ しめ が一
2主たる事務所の所在地一

二_

○

平成 λ7 年分

3代 表 者 の 氏 名
ラ 浜田 恵 造　 ー

(平 成 年 月 日開 催 分)

政治団体の区分
□ 政党

口 政党の支部

口 政治資金団体

□ 政治資金規正法第18条 の2第1項 の規定に

よる政治団体

団 その他の政治団体

口 その他の政治団体の支部

4会 計 責 任 者 の 氏 名
澱 田 邦}一

事務担当者の氏名及び電話番号

＼
∠
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＼
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( )

28,2、-1
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2「 政治団体の区分」欄及び「活動区域の区分」欄の中の「口」内には、該当するものに「ノ」を記入すること。3灘欝雛 縣灘 蝋灘雛羅雛灘難難
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収 支 の 状 況
1収 支の総括表

収 入 総 額

十億 百万

) 4 7

千

∂ 恋 3

円

ク

(前年からの繰越額)
o

(本年の収入額) ユ 4 ? 3 5 5 ワ

支 出 総 額
滋 4 ク 3 少 ダ ク

翌年への繰越額 凌

1収 入とは、金銭、物品、不動産その他の財産上の利益の収受で、法第8条の3各号に掲げ

る方法による運用のために供与し、又は交付した金銭及び有価証券の当該運用に係る当該
金銭等に相当する金銭等の収受以外のものをいい、支出とは 、金銭、物品、不動産その他
の財産上の利益の供与又は交付で、法第8条 の3各号に掲げる方法による運用のためにする

金銭及び有価証券の供与又は交付以外のものをいう。なお、金銭以外の財産上の利益に
あっては、これを時価に見積った金額を記載し、その根拠を 「備考」欄に記載すること。

2収 入項 目別金額の内訳

(1)個 人の負担する党費又は会費

'

金 額

十億 首万 千 円

〃

員 数 ∂

2〈1)個 人が負担する党費又は会費については、その金額及びこれを納入した者の数を記載

すること。

(2)寄 附

ア 寄附(イを除く。)の区分 金 額

(ア)個 人 か ら の 寄 附

十億 百万

よ 4 ク

千

3 ケ `

円

7

(う ち 特 定 寄 附) ジ

(イ)法人その他の団体からの寄附 診

(ウ)政 治 団 体 か らの 寄 附 〃

小計((ア)十(イ)+(ウ))
》 4 7 3 ` ぐ 2

(寄附のうち寄附のあっせんによるもの) 〃

イ 政 党 匿 名 寄 附
o

合 計(ア+イ)' さ 4 ク 3 ∫ 澄 7

/

/

(2)寄 附(法人その他の団体が負担する党費又は会費を含み、政党匿名寄附〈寄附のうち、
法第22条の6第2項 に規定する政党又は政治資金団体が街頭又は一般に公開される演説
会若しくは集会の会場において受ける匿名の寄附で1件 当たりの金額が千円以下のものを
いう。(3>及び(その9)に おいて同じ。)を除く。(その9)を 除き、以下同じ。)については、
「個人からの寄附j、「法入その他の団体からの寄附」又は「政治団体からの寄附」に分類

し、それぞれ項目ごとに総額を記載するものとし、寄附のうち寄附のあっせんに係るものに
ついては、その総額を記載すること。なお、個人からの寄附のうち、特定寄附(法第19条 の

4に規定する寄附をいう。以下同じ。)については、個人かちの寄附の内書としてその総額
を記載すること。また、本部又は支部から供与された交付金に係る収入は、寄附には該当
しないため、「政治団体からの寄附」に含めないこと。

(3)政 党匿名寄附については、その総額を記載すること。
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(7)寄 附 の 内 訳
寄附者の区分1個 人砺 疇 碓

寄 附 者 の 氏 名
,(団 体にあっては、その名称)

金 額 年月 目
住所(団 体にあっては、主たる事務所の
所在地)

職業(団 体にあって
は、代表者の氏名)

備 考

1ラ 集 阻 恵 造 一

十億 百万.

λ 4 ク

千

3 ケ 3

円

ク 之7孟'翫 融 壷罵 和 町!一/λ ・タ 査1幌知轟
1

、

1

「

ト

●

駈

、

●

こ の 頁 の 小 計 ユ 4 僧3 タ3 ク
個人の政治献金に対する課税上の優遇措置の適用を受}ナる政治団体にあっては・ここに襯 の明
細の記載がないと寄附金控除は受けられないので注意すること。そ の 他 の 寄 附 0

合 計 芝 4 ク 3 今 ダク
/

をし緒 ごとに、その者の氏名、住所及餓 業(団体にあっては、その名称 ・主たる馨 所の所醐 及び代表

欝灘難 懸難 辮 羅 　懲難畿鰍農
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3支 出項 目別金額の内訳

(1)支 出 の 総 括 表

項 目 金 額 備 考.

1経 常 経 費

(1)人 件 費

十億 百万 千 叩

ク

(2)光 熱 水 費 0

(3)備 品 ・消耗 品費
ク

(4)事 務 所 費 〃

小 計 〃

2政 治 活 動 費

(1>組 織 活 動 費 〃

(2)選 挙 関 係 費 〃

(3)機 関紙誌の発行その他の事業費 0

ア 機関紙誌の発行事業費 〃

イ 宣伝事業費 '〃

ウ 政治資金パーティー開催事業費
■ 圏臨 ■一層 髄 ・ ■ ■■ 餉 ●"曽 鱒 ● 鱒 ●q■ ● ● 鯛 ● 画 ● 蟹9"■ 一 儘 ・● ● ⇔ 一 一 鱒 餉 畠o・ ●■暉 曽ロ

エ その他の事業費

口 ● 隔 ● ● 画 b,口 ・ 齢 ■ ■ ■ ● 口 ・ ■ 脚 隔 一噌 簡 ● 齢 ・ 騨o ゑ

o

■ ● 圏 學● 働 日腫o噸 一 伽鍾 鱒"騨 鼻,・o,・

(4)調 査 研 究 費 〃

(5)寄 附 ・交付金 よ μ ♪ 3 び夕 7

(6)そ の他 の経 費 o

小 計 '

よ 仏 ♪ 3 タ 夕 2
'

合 計 之 4 ? 3 冶 ∫ク
〆

すべての支出は、次の分類基準により、経常経費及び政治活動費に分類し、さらに経常経費にあっては、人件費、光
熱水費、備品・消耗品費及び事務所費に分類し、政治活動費にあっては、組織活動費、選挙関係費、機関紙誌の発
行その他の事業費、調査研究費、寄附・交付金及びその他の経費に分類した上で、これらの項目ごとに年間の支出金
額を記載すること。この場合、当該政治団体の本部又は支部に対して供与した交付金に係る支出については、これら
の項 目ごとにその額を「備考」欄に併せて記載すること。

1経 常経費
(1)人件費

○

(2)光熱水費
(3)備品・消耗
品費

(4)事務所費

政治団体の職員(機 関紙誌の発行その他の事業に従事する者を
除く。)に支払われる給料、報酬、扶養手当・通勤手当・住居手当
その他の諸手当の類及び健康保険料・労働保険料その他の各種
保険料の類をいう。
電気、ガス、水道の使用料及びこれらの計器使用料等をいう。
机、椅子、ロツカー、複写機、自動車(事務所用に限る。)等の備
晶の類及び事務用用紙、封筒、鉛筆、インク、事務服、新聞、雑
誌、ガソリン等の消耗品の類の購入費をいう。
事務所の借料損料(地 代、家賃♪、公租公課、火災保険金等の各
種保険金、電話使用料、切手購入費、修繕料その他これらに類す

る経費で事務所の維持に通常必要とされるものをいう。
2政 治活動費

(1)組織活動費 当該政治団体の組織活動に要する経費(選 挙に関するものを除
く。)で、例えば、大会費、行事費、組織対策費、渉外費、交際費
の類をいう。

(2)選挙関係費 選挙に関して支出される経費で、例えば、公認推薦料、陣中見舞
その他選挙に関して行われる政治活動に要する経費の類をいう。

(3>機関紙誌の
発行その他
の事業費

ア 機関紙誌 機関紙誌の発行事業に従事する者に支払われる給与、材料費、
の発行事 印刷費、荷造発送費、原稿料その他機関紙誌の発行に要する経

業費 費をいう。
イ 宣伝事業 機関紙誌の発行以外の政策の普及宣伝に要する経費(選挙に関

費 ・ するものを除く。)で、例えば、遊説費、新聞・ラジオ・テレビの広告
料＼ポスター・ビラ・パンフレットの作成費、宣伝用自動車の購入・

維持費の類をいう。
ウ 政治資金 政治資金パーティーの開催に要する経費で、例えば、会場借上
パーティ 費、記念品代、講演諸経費の類をいう。
一開催事

業費
工 その他の 上記のア、イ及びウ以外の諸事業に要する経費をいう。

事業費
(4)調査研究費 政治活動のために行う調査研究に要する経費で、例えば、研修会

費、資料費、書籍購入費、翻訳代の類をいう。
(5)寄附・交付 政治活動に関する寄附、賛助金、当該政治団体の本部又は支部
金 に対して供与した交付金、負担金の類をいう。

(6)その他の経 その他上記以外の政治活動に要する経費をいう。
費
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(3)政 治 活 動 費 の 内 訳 項 目別 区分 寄防 ・支イ才金(寄 附 金)

支 出 の 目的 金 額 年 月 日
支 出を受けた者 の氏名

(団体 にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所(団体にあって
は、主たる事務所の所在地)

備 考

暑 附
十億 百万

乞 4 ク

千

3 ぐ ダ

円

ク 2フ 、!、)看. 之健 紀,丸副嘩 く香ヲ恥 会 高:松醜 成索町1丁 目8一 ノ

嘲

この頁の小計 ) 4 ♪ 2 ダ 夕 ウ
ド

〆

,

,

1弊磐講 貫購 縦 欝鶉 購 繍鎌 ζ蒜鰯欝 難 屠諺黙 糊 盤誰烈製灘 獲縫鱗 赫翻癖乏擬霞難 講

藩灘難灘欝欝灘灘難鞭雛織蕪雛1灘撚灘欝

その他の支出 1 o
合 計 ユ 4 9 3

;

戯 ∫下ク

2

それぞれ別葉とすること。
3記 載の要領にっいては、次のとおりとすること。

1澤 難 諜 罐 灘 灘1嘉 歯謙 繍 灘 藩 舗 繍 融 つた支出にあつては、万円以下の支出姻 会議員関係政治団体に関する特例規定
が適用されていなかった期間に行った支出にあっては5万 円未満の支出を、一括してその合計金額を記載すること。
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資 産 等 の 状 況

1資 産等の総括表

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目別 区分 有
'

無 備 考

ア 土 地 口
"団

イ 建 物 口 団

ウ 建物の所有を 目的 とする地上権又 は土地の賃借権 口 図

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 口 図

預 金(普 通預金及 び 当座 預金 を除く。)又は貯金(普 通貯金オ

を除く。)
口 団

力 金 銭 ・ 信 託 口 団

キ 有 価 証 券. 口 囮

ク 出 資 に よ る 権 利 ・ 口 団

ケ 貸 付 先 ご との 残 高 が100万 円 を 超 え る貸 付 金 口 団

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 口 画

サ 取得の価額が100万 円を超 える施設の利用に関する権利 口 団

シ 借 入 先 ご との 残 高 が100万 円 を 超 え る借 入 金 口 ・ 団

12月31日 において有する資産等(土 地、建物、建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権、取得の価額が100万 円を超える動産、預金(普 通預金及び当座預金を除く。(その18)
において同じ。)又は貯金(普 通貯金を除く。(その18)において同じ。)、金銭信託、有価証券、出資による権利、貸付先ごとの残高が100万 円を超える貸付金、支払われた金額が100万 円を

超える敷金、取得の価額が100万 円を超える施設の利用に関する権利及び借入先ごとの残高が100万 円を超える借入金をいう。(その18)に おいて同じ。)については、これらの項 目ごとの有
無について「口」内に「ゾ」を記入すること。
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宣 誓 書


